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1) 人胎盤紋毛組織におけるアンモニアの生成について: 1. アデニーノレ酸及びアデノ ν ンの脱
アミノ反応， 2. グノレタミンの脱アミド反応。
2) 人胎盤絞毛組織におけるアンモニアの処理機構について: 1. グルタミンの合成反応，
2. グノレタミン酸脱水素反応の逆反応， 3. 尿素生成反応。
〔方法並びに成績〕
I 人胎盤紋毛組織におけるアテ'ニーノレ酸及びアデノ ν ン脱アミノ酵素について。
酵素材料として人胎盤被毛組織のグりセリン抽出透析液を用い，アデニーノレ酸，アデノ ν ンをそ
れぞれ基質として Conway 装置内で37 0C ， 2 時間反応後，生成したアンモニア量を勝又の方法で
測定した。
人胎繊毛組織にはアデニーノレ酸，アデノ ν ンをそれぞれ脱アミノ化する酵素が存在することを認
め，その至適 pH はそれぞれ 5.9---6.3 と 7.0 であることを知った。
E 人胎盤紋毛組織におけるグノレタミナーゼについてo
人胎盤紋毛組織の Greenstein によるホモジネート及びグりセリン抽出液を本実験の酵素材料と






と共にアンモニアを基質として試験管内で 37.5 0C ， 5 ""10 時間反応ののち， 生成グノレタミンを
Rich ter-Da wson のグノレタミン分解法と勝叉のアンモニア定量法によって測定した。
人胎盤械毛組織にはグノレタミン合成酵素が存在すること，及びその至適 pH が 7.0 であり，本反










基質として試験管内で 380C ， 1"" 6 時間反応ののち，生成した尿素を勝又法で測定した。他方，オノレ
ニチン及びチトノレリンよりの尿素生成の証明には，人胎盤紋毛組織の切片を用いて酵素材料とし，オ
ノレニチンとアンモニア，チトノレリンとアンモニア，及びアノレギユンをそれぞれ基質として Warburg
容器内で 37.5 0C ， 6 時間振重量反応せしめることによって，生成した尿素を Krebs 法で測定した。


















I アンモニアの生成実験としてはアデニーノレ酸及びアデノ V ン脱アミノ反応，グルタミンの脱アミ
ド反応に関する研究によって，アデニーノレ酸及びアデノ ν ン脱アミノ酵素の存在を証明し，グノレタ
ミナーゼの存在を否定している。
E アンモニアの処理機構としてはグルタミ γの合成反応，グノレタミン酸脱水素反応の逆反応，及び
尿素生成反応などの酵素学的検索により，グノレタミ γ合成酵素の存在とグルタミン酸脱水素反応の
逆反応、がみられることを証明し，微量の尿素がオノレニチン及びチトノレリ γ とアンモニアから生成さ
れることを証明したo
これらの紋毛組織における酵素反応に関与するそれぞれの酵素の至適 pH はまた毎常一定である
ことを証明した。
以上の実験によって，人胎盤被毛組織の最大の機能とされる胎児への栄養補給と母児間物質代謝を
営むに際して，人胎盤紋毛組織にもアンモニア生成能のあること，並びにグノレタミン合成をはじめと
するアンモユア処理について酵素学的に証明したことは，これまで酵素学的にほとんど不明であった
人胎盤械毛の機能に関する研究分野に貢献するところが少なくはないと考えられる。
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